



















































































































・職 場 環 境：交通の便が良く，環境の良い場所に職場があり，社内も
仕事をしやすい雰囲気がある
・給 与：働いた量や質に対して，納得できる水準である
・福 利 厚 生：従業員が求める福利厚生がある
・労働時間，休日・休暇：適正な休日や労働時間となっている






















◦安 全 欲 求：雨露をしのぐ家や健康など，安全な暮らしを求める欲求
◦社会的欲求：会社，地域社会，同好の仲間の一員であることを求める
欲求
◦尊 厳 欲 求：他の人から認められたい，尊敬されたいという欲求
◦自己実現欲求：自分の能力を活かした仕事や活動をしたいという欲求
　具体的には1段階目の生存的欲求が満たされて初めて2段階目の安全の
欲求が生まれ，安全の欲求が満たされて初めて3段階目の社会的欲求が生
まれる，といった具合に，各段階を満たされて初めてその上の欲求が生ま
れてくる，というものである．この5段階欲求において，ESは1段階目の
生理的欲求から3段階目の社会的欲求を満たすと考えることができる．つ
まり，ESとは周囲に目を向け，他者に貢献したいという思いが生まれる
ための必要最低限の条件と言い換えることができる．
　一方，ハーズバーグの職務満足2要因説では，マズローの理論を基にし	
て，従業員の職務満足・不満足を引き起こす要因を，衛生要因（hygiene	
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factors）と動機付け要因（motivators）とに分けて考える．衛生要因とは，
それが満たされないと不満を感じるが，一時的に満たされても継続的に満
足感・やる気を引き出し続けることが難しい要因である．衛生要因は，改
善された直後は大きな満足を感じるが，間もなく，あって当然と思うよう
になり，これが低下した場合には注意を要する．具体的には，経営陣への
共感，組織への帰属意識，組織風土（職場の雰囲気），対人関係（上司・
部下との協力体制），報酬（年収・月給・賞与），福利厚生・労働条件など
である．動機付け要因とは，それが満たされると積極的に動機付けが行わ
れ，さらなる満足感を求めてやる気が増すという要因である．動機付け要
因は，それが満たされない場合でも満足感が減少するだけで，不満足感が
増加するわけではない．具体的には，仕事（やりがい・適性・量と質），
評価（公平性・透明性・納得性），処遇（ポストへの納得），自己の成長（成
長実感・人材育成・将来像）などである．
　アンケートには，以上のような要因に関する満足度を尋ねる質問項目を
設ける必要があると考えられる．
5．おわりに
　本稿では，プロジェクトの中間報告として，まず，CSとESの関係につ
いて整理し，そして，実施を予定している企業への調査の内容について述
べた．今後は，地域活性化への取り組みを実践している中小企業を対象に，
従業員満足度の調査を中心として，企業価値向上につながる要因を導出す
べく，調査・研究を進めていきたいと考えている．
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